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（分科会の活動計画） 

・土壌履歴、利用方法および植生を勘案して、土壌診断を行うエリアを分類する。 

・湿地は、ささ池とかきつばた池を対象として考えている。 

・土壌試料を採取して、土壌動物の種数および個体数を調査する。 

・土壌 pH、有機物含量、土壌水分、三相分布を分析し、 

土壌動物生息環境を考察するための資料とする。 

・土壌試料採取の時期は、調整の上、決定していく。 

平成 22 年３月 29 日(月)に「公園マネジ

メント会議 第５回コア会議」が愛知県立大

学  多目的ホールにて開催され、22 名のコ

ア会議会員の方が出席しました。 

議題として、「新規会員の承認について」

と「平成 22 年度会長及びコーディネーター

の承認について」、「評価委員会作成「成果指

標」「目標値」承認について」、「分科会申請に

ついて」が挙げられ、議論されました。 

愛知県建設部公園緑地課(大規模公園グループ) 担当：粟田 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸 3 丁目 1 番 2 号 

TEL：052-954-6528 FAX：052-953-5329 

財団法人愛知都市整備協会 愛・地球博記念公園管理事務所 担当：林

〒480-1101 愛知郡長久手町大字熊張字茨ヶ廻間乙 1533-1 

TEL：0561-64-1130 FAX：0561-61-2150 

（新規会員名） 

特定非営利活動人 NPO 愛知ネット、特定非営利活動法人トルシーダ、特定非営利活動法人花と緑と健 

康のまちづくりフォーラム、特定非営利活動法人健康科学研究所、愛知県創造レクリエーション研究 

会、平成こども塾サポート隊、名古屋ＳＩＳＡＹ友の会、名古屋ナビ、ＴＥＡＭ対話パフォーマンス、 

猪高竹とんぼの会、日進市立西小学校、株式会社小学館集英社プロダクション、朝日新聞名古屋本社広 

告部、愛知県立芸術大学美術学部宮崎喜一 

①地球市民交流センターオープニング分科会活動報告 

・引き続き愛知県環境政策課及び COP10 支援実行委員会との調整が必要。 

・会員が入手した重要な情報については、コア会議で共有していく。 

②平成 22 年度コア会議会員募集について 

・立候補した会員数に応じて、ルールブックでの規定に沿って事務局で判断していく。 

愛知工業大学の武田美恵さまより申請のあった「モリコロパークの土壌環境調査分科会」の設置が承認され

ました。モリコロパークの健康診断項目となる土壌調査活動であり、モリコロパークの環境を活かしたプログ

ラムへの展開も期待できる活動ですので、多くの会員の方の参加をお待ちしています。 

（主な意見） 

・「成果指標」「目標値」は承認された。 

・直接評価用のアンケートに、選択理由の記入欄を追加する。 

・評価結果から導かれる改善に向けた課題は、評価委員会において、短期的な重要課題と長期的課題等

に仕分けし、平成 22 年度に対応すべきものを整理して総会にて承認を受けることとする。 

新規会員募集には 14 団体の応募があり、コア会議内で協議の結果、一部の団体については条件付きとした

上で、全 14 団体の新会員が承認されました。 

コア会議会員の過半数を超える賛成により、平成 21 年度から引き続き、平成 22 年度会長として稲村哲也

愛知県立大学教授、平成 22 年度コーディネーターとして三矢勝司氏が承認されました。 

公園マネジメント会議の「成果指標」及び「目標値」として、評価委員会からの案が提示されました。 

公園マネジメント会議の運営自体を評価する「直接評価」と、主に『博覧会の理念と成果の継承』、『利

用者満足度の向上』、『国内外に向けた情報発信』、『多様な主体との協働』の４つの項目について会員の活

動を通して得られた成果を評価する「間接評価」に分類された 14 の成果指標と、「現況値以上を目標とす

る」目標値が承認されました。この評価方法に基づき平成 21 年度の活動に対する評価作業に入り、５月

の総会において、結果が報告される予定です。 


